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多部田茂、木下嗣基、清水康弘：水産物を考慮した食料経済モデルの構築 水産工学、2009、45(3)、207-219, 2009
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日本船舶海洋工学会、日本沿岸域学会、日本海洋学会、日本水産工学会、海洋理工学会、各会員

日本船舶海洋工学会・東アジア海洋環境モデル研究委員会委員長（2006～2009）

日本船舶海洋工学会・東部支部会務委員（2006～2009）

日本沿岸域学会・企画運営委員会委員長（2006～）

国土交通省・タンカーのダブルハル化推進に関する検討会委員（2004）

日本造船技術センター・超大型浮体式海洋構造物安全性評価検討委員会委員（1996）

日本海洋工学会・理事／運営委員（2005～）

海洋工学懇談会・庶務幹事（2002～2009）

日本船舶海洋工学会論文集, Vol.6, 19-
26, 2007

　　　　　　　1996年　　　　　　　　　　　横浜国立大学大学院工学研究科人工環境システム学専攻助教授　

日本船舶海洋工学会・海洋工学・海洋環境分野研究企画部会委員（2005～）
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日本造船学会論文集, 第166号, pp115-
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Y. Nishi, S. Tabeta: Analysis of the contribution of ice algae to the ice-covered ecosystem in
Lake Saroma by means of a coupled ice ocean ecosystem model

Journal of Marine Systems, Vol.55,
249-270, 2005

　　　　　　　1999年　　　　　　　　　　　東京大学大学院新領域創成科学研究科環境学専攻助教授

　　　　　　　2001年12月～2002年6月　　 　シドニー大学客員研究員　　

　　　　　　　2002年7月～10月　　　　　 　マサチューセッツ工科大学客員研究員  

海洋環境工学　Marine Environment Engineering

　　　　　　　1994年　　　　　　　　　　　東京大学大学院工学系研究科博士課程修了（博士（工学））　　

吉本治樹、多部田茂: 海洋生態系による二酸化炭素吸収量の数値的評価手法に関する研究
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【JAPIC 沿岸漁業復活プロジェクト 研究会　多部田 主査　略歴】

　　　　　　　1997年　　　　　　　　　　　デルフト工科大学客員研究員　　
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